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宗

8月祭事暦

ポ
ジ
フ

i
い
よ
い
よ
十
月
十
六
日
、
束
京
・
京
都
·
奈

i
良
に
続
く
四
番
日
の
国
立
膊
物
館
と
し
て
、
福

~
岡
貼
太
宰
府
市
に
『
九
州
国
立
博
物
館
』
（

~
以
下
1
1
九
博
）
が
開
館
す
る
。
こ
の
九
博
で
、

一
当
大
社
『
沖
ノ
島
』
を
映
像
で
紹
介
す
る
こ
と

―
と
な
り
、
去
る
五
月
十
几
日
S

二
十
四
日
ま
で

一
の
六
日
問
島
内
で
撮
彩
が
行
わ
れ
た
。

i
当
大
社
『
沖
ノ
島
』
は
「
神
道
」
と
い
う

;
m
仰
上
で
も
、
「
日
本
人
」
と
い
う
民
族
上
で

｛
も
重
要
な
島
で
あ
り
、
大
陸
と
古
代
日
本
列
島

と
の
交
流
、
血
立
か
な
自
然
と
い
っ
た
学
術
上
で

~
も
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
で
あ
る
が
、

二
般
の
方
が
島
に
渡
れ
る
の
は
年
に
一
日
、
さ

~
ら
に
女
人
禁
制
と
い
う
古
来
か
ら
の
掟
も
あ
り
、

~
氣
軽
に
行
け
る
島
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
九
博

~
は
沖
ノ
島
に
行
か
な
く
て
も
、
島
を
感
じ
て
い

ー
た
だ
こ
う
と
臨
場
感
溢
れ
る
映
像
で
紹
介
す
る

~
こ
と
を
企
画
、
N
H
K

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が

~
制
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

~
実
際
の
映
像
は
一
―1
0
0イ
ン
チ
以
上
の
大
画

二
皿
で
あ
り
な
が
ら
、
取
在
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
、

~
B
S

デ
ジ
タ
ル
放
送
よ
り
も
高
精
度
な
「
ス
ー

~
パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
も
ち
い
る
こ
と
と
な

[
り
‘
撮
彩
は
か
な
り
大
規
校
な
も
の
と
な
っ
た
。

~
大
隈
の
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
を
使
川
し
、

つきなみ

〇毎月 1 • 15日月次祭

午前10時
高宮祭
姑二宮・涌三宮祭
, ; 1 さ，．’c .I

宗像設国神社
月命日祭(I 日）
遥拝 (15 日）

午前 11 時～
i’．竺社築
浦安舞奉奏(I 日）
豊栄舞奉奏(I 5 日）

07日午後7時～
中津宮七夕祭
於＝.Tll前大島中津宮

015日午後7時～
宗像護国神社 千灯明
於＝宗f象設国神社

Q 

これ 1 枚で、

-------ｭ誕生！
/ 
出光カード、まいどプラス
I ご入会は、最寄りの出光サーピスステーションヘどうぞ I 
出光クレジット株式会社／出光興産株式会社

［出光カード会ロサーピスデスク］ 03-5996-1236
(9.00~18:00 年中胃休／元旦院く）

ホームページ www. id em itsu. co.j p 

便利•安心。

驀中西見斉畔 し上サぐ ま す
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さ
ら
に
音
声
を
つ

『
愛
・
地
球

つ作す二三初の 博けイ
た業る台脚日五そ←るル
゜に沖な二と月のでとム
費津ど本最＋撮ししー、か
や宮の‘終九影かつら
さま撮脚日日で発こデ
れで影立のかあ表のジ
‘上機五前らるさ技タ
撮げ材本後開がれ術ル
影るをに二始‘てぱ化
は‘‘‘日さ沖し、 、
正下島テはれ津なま
味げのン‘‘宮りだ
四る中トカ六現
日と腹‘メ日地
問いに発ラ間大
でつ鎮電三の祭
あた座機台内前

、、

---------------------------------------------------

撮
影
ス
タ
ッ
フ
と
、
九
博
学
芸
員
の
約
十
数
一

名
は
、
毎
朝
宗
像
市
の
神
湊
港
か
ら
宝
栄
丸
（
一

佐
藤
守
船
長
）
で
渡
島
し
、
瞑
の
後
、
沖
津
宮
一

を
参
拝
し
、
祭
祀
遺
跡
を
中
心
に
、
御
社
殿
・
波
・
一

水
平
線
・
タ
日
な
ど
を
撮
影
し
た
。
一

し
か
し
、
フ
ィ
ル
ム
サ
イ
ズ
が
縦
二
0
セ
ン
チ
、
一

横
二
五
セ
ン
チ
と
い
う
巨
大
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
一

一
日
約
四
カ
ッ
ト
と
い
う
ペ
ー
ス
で
の
撮
影
が
一

限
度
。
そ
の
為
撮
っ
た
写
真
の
出
来
具
合
を
確
一

認
す
る
必
要
が
あ
り
、
毎
日
昼
過
ぎ
に
は
ス
タ
ー

ッ
フ
が
神
湊
ま
で
も
ど
り
、
福
岡
市
ま
で
現
像
一 に

出
す
と
い
う
、
沖
ノ
島
S

神
湊
間
を
一
日
ニ

S

三
往
復
す
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
撮
影
と
な

っ
た
。
幸
い
連
日
晴
天
、
海
上
は
凪
と
恵
ま
れ
、

予
定
期
間
内
で
全
て
の
撮
影
を
無
事
に
終
え
、

最
終
日
に
は
ス
タ
ッ
フ
ら
も
満
足
の
い
く
絵
が

撮
れ
た
と
大
変
満
足
そ
う
で
あ
っ
た
。

七
月
―
-
+
―
―
-
•
二
十
四
の
両
日
に
は
、
沖
ノ

島
か
ら
出
土
し
た
祭
祀
神
宝
の
撮
影
も
神
宝
館

で
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
映
像
は
東
京
で
九
月
下
旬

ま
で
に
制
作
さ
れ
、
十
月
十
六
日
の
九
博
オ
ー

プ
ン
に
間
に
合
わ
せ
る
と
の
こ
と
。

九
博
の
常
設
展
示
『

文
化
交
流
展
示
S

海

の
道
、
ア
ジ
ア
の
路

ー
』
で
は
、
沖
ノ
島

神
宝
が
対
外
交
渉
を
物

語
る
象
徴
と
し
て
出
陳

さ
れ
、
さ
ら
に
専
用
の

映
像
室
で
も
沖
ノ
島
の

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像

が
楽
し
め
そ
う
。

「
日
本
文
化
の
形
成

を
ア
ジ
ア
史
的
観
点
か

ら
捉
え
る
博
物
館
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、
開
館
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
九
博
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化

交
流
を
進
め
る
拠
点
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

/DEX 
三つのゾリューションで、 あなた(J)もつと身近へ゜

株式会社新出光 〒812-0036 福岡市博多区上呉服町 1 番 10号 TEL(092)291-4134 

嘉中西見合命 し上サぐ ま す
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今
春
結
成
さ
れ
た
当
大
社
氏
子
青
年
会
「
宗
ー
く
装
束
を
、
当
大
社
の
神
職
が
実
際
に
着
装
す
る
一

像
オ
ガ
チ
の
会
」
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
の
役
ー
と
、
役
員
の
方
々
も
奉
仕
状
況
が
想
像
で
き
た
の
一

員
会
が
、
六
月
二
十
七
日
午
後
五
時
半
よ
り
、
ー
か
、
時
間
を
お
し
て
の
熱
心
な
議
論
と
な
っ
た
。
一

役
員
八
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
一
さ
ら
に
発
足
当
初
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
「
神
ー

主
な
議
題
と
な
っ
た
の
は
、
秋
季
大
祭
最
終
＿
道
勉
強
会
」
に
つ
い
て
も
話
合
わ
れ
、
隔
月
程
一

日
と
な
る
＋
月
三
日
夕
刻
に
斎
行
さ
れ
る
終
了
一
度
で
、
神
道
及
び
宗
像
地
域
の
歴
史
等
に
つ
い
て
一

奉
告
祭
（
名
称
未
定
）
に
つ
い
て
で
あ
り
、
高
一
の
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
オ
ガ
チ
の
会
の
活
一

宮
斎
場
で
行
う
こ
と
が
決
定
。
さ
ら
に
、
オ
ガ
一
動
方
針
が
決
定
し
た
。
一

チ
の
会
会
員
の
方
々
に
ど
の
よ
う
に
御
奉
仕
い
一
尚
、
次
回
の
役
員
会
で
は
第
一
回
目
の
勉
強
会
一

た
だ
く
か
が
話
合
わ
れ
た
。
ー
も
併
せ
て
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
一

会
議
中
、
会
員
の
方
々
に
も
着
け
て
い
た
だ
一

エネルギーに関する
ベスト・パートナーを目指します。

お客さまの声に誠心誠意、耳を傾けること。

エネルギーに関する様々なご要望をワンストップで受け

止め、グループの総合力を駆使して対応させていただ＜

こと。それが九州電力のエネルギー・ソリューション。

私たちは、お客さまとガッチリとスクラムを組み、エネ

ルギーという幅広いフィールドの中で、エネルギーの

効率的利用やお客さま設備に関するアドパイスなどに

柔軟に対応できるベスト・パートナーを目指します。

”元i<’l街｀ヵ
http ://¥V¥V¥V. kyuden. co.jp/sol ution/index. html 

驀中西兄斉疇 l.上サ～a
 

す
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名のド しが治
なま 1 既た制先六 ダ
祭つド報゜作生月 一可l ィ

茎［ ：盆：塁｝＼ 日ド
醤［口り： g日 本|‘
と芸は盟品れ儡 のリ
¥;竺、り讐悶嬰 ま；；
゜門t ↓鬱［よ つ提

日、 1、 1 胄晶麿 り 1?
本一ー ゎ日吉 \ 
の日ダ れ放村 •R 
置主＿イ ーま饂1［ 古み§
はば霊竺悶盆心そ二あ毎

-- -- -~ -- - ... . -~ ~-~均贋嬰乱災土れ日
こ、か放き みにが館 影がしり影て祭 し番あり作制列ィ ー~ 方女
期ら送ま撮ま恵歓で辺が再たのが五ーこな組りーを作のド 日多各i廷
悶；；て文喜 k え茫口翡g胄が品恕仇は竺 畠 Rヽ の盗倖嘉｝ミ ヒー制
さ間＋オ一゜たな村本れさ去撮ら沖 作 K 番度地がリ午 作
し：盟旦：ぢ ：｀tれ負gれ悶［贄 う品闇且i'嘉：後撮
盈］ ；悶 占農畠ら、な儡ーり唇篇闘嘉喜 か駄晶蓋仁闘靡訂影
映日 R りら大高 宮八ら玄大案り 1 送作ネ放--,で方女

；は§ ; 冒れ □ 闘口摩悶累閃み ：巳板［＂爽均う 映進
圭詞晋贔 鼠羹雰悶 贔岱：喜贔も魯 ：念摩言嘉？盟 ＼ぇ；
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

罰！鬱'li`―

ANAピカ夏家族篇行O ANA 

〈2翌阪9999庄ノAlご？し昌399月2005年7月～ 10月愛5嘉悶愕

ポケモンキャラクターいつばいの
岱証 rANAポケモンII,ームJ!...................................................................... 
NEW 家族で楽しめる体験メニュ一

rヒn夏オフンョナ91,フラン』霊場！...................................................................... 
請栢品ぉ孫機へのお土屋としがお葉し耐福望』をプレゼント！

オリジナIL,ス1Jツ』＂；
＊ストカードコレeント

オIJ5iナIllフォト｀
フレームコレeント

r ~ 
ヽ．：：．

== :: 

し~

嘉中西兄斉畔 し上サぐ ま 寸
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0
名
が
参
加
し
、D
級
、
初
心
者
級
、
シ
ー

ニ
ア
級
で
試
合
が
行
わ
れ
た
。
各
級
と
も
一

に
静
寂
の
中
息
詰
ま
る
熱
戦
が
夕
刻
ま
で
~

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一

十
九
日
は
、
A
.
B
.
C
級
（
有
段
一

者
）
の
試
合
が
行
わ
れ
、
九
州
は
勿
論
、
一

遠
く
関
西
•
関
東
か
ら
も
実
力
者
が
集
い
、
一

三
八
名
が
参
加
す
る
中
、
高
い
レ
ベ
ル
｛

の
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
特
に
高
段
一

者
が
参
加
す
る
A
級
は
実
力
が
伯
仲
し
、
一

激
し
い
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
一

本
年
は
両H
を
合
わ
せ
ニ
ニ
八
名
と
い
ー

う
過
去
最
多
の
参
加
者
と
な
り
、
盛
会
裏
一

の
内
に
大
会
は
終
了
し
た
。
表
彰
式
が
終
一

わ
る
と
、
一
同
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
一

再
会
を
誓
い
大
社
を
後
に
し
た
。
一

各
級
の
成
績
は
左
記
の
通
り
。

A
級
（
四
卜
六
名
）

―
優
勝
楠
木
早
紀
（
大
分
県
か
る
た
協
会
）

六
月
十
二
日
・
十
九
日
の
両
日
、
第
二
十
九
回
ー

ー
準
優
勝
中
島
実
穂
子
（
九
州
か
る
た
協
会
）

宗
像
大
社
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
（
主
催
1
1
-

＿
三
位
大
山
寿
久
（
広
島
県
か
る
た
協
会
）

宗
像
大
社
、
社
団
法
人
全
日
本
か
る
た
協
会
主
一

一
三
位
坪
倉
岳
志
（
東
京
大
学
か
る
た
会
）

管
1
1

九
州
か
る
た
協
会
後
援
1
1
宗
像
市
教
育
委
一-

B
級
（
四
十
名
）

員
会
）
が
、
当
社
清
明
殿
・
斎
館
に
て
開
催
さ
れ
一

一
優
勝
檜
谷
舞
（
島
根
県
か
る
た
協
会
）

た
。
十
二
日
の
開
会
式
で
は
、
全
日
本
か
る
た
協
一

会
々
長
・
山
下
義
氏
も
来
社
さ
れ
開
式
の
挨
拶
を
一
準
優
勝
高
倉
康
佑
天
分
県
か
る
た
協
会
）

述
べ
ら
れ
た
。
一
三
位
中
島
由
佳
（
鹿
児
島
県
か
る
た
協
会
）

十
二
日
は
、
小
・
中
・
高
校
生
を
中
心
に
一
〇
一
三
位
榮
琴
美
（
熊
本
県
か
る
た
協
会
）

も
危
束
含

魯
§

C
級
（
四
t
ダ
"
-

似
勝
松
山
さ
ゆ
り
（
九
州
か
る
た
協
会
）

準
優
勝
盛
実
津
希
（
九
州
か
る
た
協
会
）

D
級
（
四
十
四
名
）

優
勝
松
岡
里
紗
（
筑
紫
女
学
園
高
校
・
福
岡
県
）

準
優
勝
橋
上
香
織
（
鹿
本
高
校
・
熊
本
県
）

初
心
行
の
部
（
四
t
一
名
）

中
学
生
以
上
（
二
十
四
名
）

優
勝
田
中
友
理
菜
（
福
岡
中
央
高
校
・
福
岡
県
）

準
優
勝
久
池
井
明
（
筑
紫
丘
高
校
•
福
岡
県
）

小
学
生
（
十
八
名
）

優
勝
寺
地
茜
音
（
宇
美
か
る
た
会
•
福
岡
県
）

準
優
勝
波
多
野
悠
美
（
宇
美
か
る
た
会
・
福
岡
県
）

シ
ニ
ア
級
（
十
四
名
）

優
勝
細
川
玲
子
（
北
九
州
大
蔵
か
る
た
会
・
福
岡
県
）

準
優
勝
安
廣
彰
子
（
新
田
原
か
る
た
会
・
福
岡
県
）

青空に浮かんだ白い雲、

真っ白なリゾートシップ 密
博多湾レストランシップ

ERA 
エフ

驀中西見斉命 し上サぐ ます
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東
郷
神
社
へ
の
探
照
灯
返
却

日
本
海
海
戦
一
0
0
周

年
を
記
念
し
、
神
宝
館
で

開
催
さ
れ
て
き
た
特
別
展
『

・
亜
細
亜
の
夜
明
け
』
が
、

六
月
二
十
八
日
閉
幕
し
ま

し
た
。

四
月
二
十
九
日
の
開
幕
一

以
来
、
週
末
を
中
心
に
沢
一

山
の
方
が
来
館
さ
れ
、
日
ー

本
海
海
戦
か
ら
一
0
0
年
、
一

患

神
郡
宗
像
に
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
告
げ
る
『
一

海
開
き
』
神
事
が
、
七
月
五
日
（
火
）
午
前
十
時
一

か
ら
、
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
主
催
ー

で
行
わ
れ
た
。

生
憎
の
暴
り
空
の
下
、
神
職
三
名
が
宗
像
市
神
湊
一

海
岸
に
出
向
。
砂
浜
に
祭
壇
を
組
み
、
海
川
山
野
の
一

神
憫
を
お
供
え
し
準
備
が
整
う
と
、
玄
海
ホ
テ
ル
旅
一

館
組
合
、
神
湊
飲
食
店
組
合
、
水
雖
救
済
所
ら
、
海
一

に
携
わ
る
各
関
係
者
が
参
列
し
、
敬
虔
な
祈
り
を
捧
一

げ
た
。

神
湊
海
岸
で
の
神
事
が
終
了
す
る
と
神
職
が
二
手
一

に
分
か
れ
、
深
浜
海
岸
、
鐘
崎
漁
港
（
鐘
崎
）
、
一

ニ
理
を
せ
ず
ル
ー
ル
を
守
り
、
皆
が
楽
し
く
海
の
恵

ー
を
享
受
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。

羞

五
月
松
原
、
江
口
浜
（
江
口
）
、
勝
浦
海
岸
（
一

神
湊
）
な
ど
、
市
内
の
各
海
水
浴
場
へ
向
か
い
清
一

祓
を
行
っ
た
。

祭
典
後
は
、
市
内
の
神
湊
の
老
舗
旅
館
『
魚
屋
』
一

で
直
会
が
催
さ
れ
、
宗
像
の
観
光
事
業
の
将
来
に
一

つ
い
て
な
ど
の
話
隠
に
花
が
咲
い
た
。
一

々
`

宗
像
の
海
は
海
水
の
透
明
度
が
高
く
、
国
定
公
一
紘

園
の
指
定
を
受
け
る
程
の
砂
浜
、
そ
し
て
『
釣
り
一

ア
ジ
玄
ち
ゃ
ん
』
『
玄
海
と
ら
ふ
く
』
『
玄
海
―

活
イ
カ
』
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
魚
に
代
表
さ
れ
る
海
の
一

幸
を
有
し
、
県
内
で
も
人
気
の
海
水
浴
場
で
あ
る
。
一

吉
武
会
長
は
「
観
光
客
の
皆
様
に
は
、
海
で
は
無
一

日
露
戦
争
終
結
か
ら
一
0
0
年
と
い
う
節
目
の

年
を
、
意
義
深
く
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

貿
否
両
諭
有
り
、
外
交
問
題
に
ま
で
発
展
し
た

『
靖
国
問
題
』
と
も
重
な
り
、
改
め
て
国
と

国
と
が
命
連
を
か
け
て
戦
う
戦
争
を
見
詰
め
直

し
、
先
人
た
ち
の
国
に
対
す
る
想
い
を
感
じ
て

い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
翌
日
か
ら
は
、
搬
出
作
業
が
行
わ
れ
、

借
用
し
た
展
示
品
が
各
地
へ
返
却
さ
れ
た
。

当
大
社
特
別
展
開
催
に
あ
た
り
、
こ
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
（
財
）
三
笠
保
存
会
、
東
郷

神
社
、
的
原
神
社
、
他
篤
信
者
の
皆
様
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

J
 ＼ざ飢マ‘‘、そ己

新八代ー鹿児島中央

新幹繍つばめ
SHINKANSEN TSUBAME 

／7＇A,．．．．．．．．．．．．訟1-

博多ー鹿児島中央、最速2時間 1 1 分。
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一
九0
五
年
五
月
二
十
七
日
早
朝
「
敵
艦
見
ゆ
ー
り
、
四
千
五
百
二
四
名
が
•

」
の
一
報
が
入
り
、
沖
ノ
島
沖
西
方
で
一
三
時
三
一
戦
死
し
た
。
日
本
側
は
一
―

九
分
、
航
行
す
る
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
発
見
、
三
ー
一
六
名
戦
死
、
負
傷
五
七

笠
の
艦
橋
にZ
旗
が
掲
揚
さ
れ
た°
-
0

余
名
、
喪
失
艦
艇
は
水
雷
艇
三
隻
で
あ
っ
た
。
一

二
十
八
日
夕
刻
ま
で
に
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
は
一
伊
藤
正
徳
は
『
大
海
軍
を
思
う
』
の
中
で
「
ま
ー

潰
滅
・
撃
沈
、
戦
艦
六
、
巡
洋
五
、
海
防
一
、
駆
一
こ
と
に
世
界
海
戦
に
お
い
て
、
一
回
の
海
戦
に
こ
ー

逐
四
、
特
務
―
―
-
、
捕
獲
一
、
戦
艦
二
、
海
防
二
、
一
の
よ
う
な
全
滅
的
完
勝
を
摯
げ
る
の
は
、
空
前
に
一

駆
逐
一
、
病
院
船
―
-
、
脱
走
中
喪
失
巡
洋
一
、
一
し
て
遂
に
絶
後
で
あ
る
。
ト
ラ
フ
ァ
ガ
ル
の
戦
勝
一

駆
逐
一
、
計
二
八
隻
。
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン
ス
キ
ー
も
こ
れ
に
及
ば
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
一

ー
司
令
長
官
以
下
六
千
百
六
十
八
名
が
捕
虜
と
な
一
少
し
戻
る
が
二
十
七
日
に
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
一

f9

i
i
i
扇
一
、
第
二
戦
艦
隊
が
潰
滅
的
打
撃
を
受
け
た
が
、
一

5

ノ
ー
第
三
戦
艦
隊
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
む
け
て
逃
ー

｝
島
一

t
由
＇（

一
走
中
、
二
十
八
日
に
は
東
郷
艦
隊
（
連
合
艦
隊
）
一

ンシ
ー
ニ
六
隻
に
囲
ま
れ
て
降
伏
し
た
。
第
三
戦
艦
隊
の
一

i
キ」

1
5
一
旗
艦
に
ニ
コ
ラ
イ
一
世
（
九
六
七
二
只
）
ア
リ
ヨ
ー

'
―
ノ
ー
ー
ル
、
装
甲
海
防
艦
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
ア
プ
ラ
キ
シ
ー

一
ン
、
セ
ニ
ャ
ー
ウ
イ
ン
等
で
あ
っ
た
。
降
伏
後
艦
一

ー
は
日
章
旗
が
び
る
が
え
っ
て
い
る
。

ー
こ
れ
ら
捕
獲
さ
れ
た
ロ
シ
ア
艦
は
、
佐
世
保
な
一

ー
ど
に
曳
船
さ
れ
、
戦
利
品
と
し
て
日
本
船
籍
と
な
一

ー
り
、
日
本
艦
名
を
つ
け
ら
れ
使
用
さ
れ
た
り
展
示
一

ー
し
て
い
る
。
一
九0
五
年
八
月
五
日
号
の
ア
メ
リ
ー

ー
カ
の
週
刊
イ
ラ
ス
ト
新
聞
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
佐
ー

一
世
保
に
曳
船
さ
れ
て
き
た
ロ
シ
ア
艦
が
描
か
れ
て
る
。
一

一
戦
艦
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
壱
岐
、
オ
リ
ヨ
ー
ル
は
一

一
石
見
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
ア
プ
ラ
ク
シ
は
沖
ノ
島
、
一

ー
セ
ニ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
は
見
島
等
の
艦
名
を
も
ら
っ
た
。
一

（続）

公
＃

ヘ
｀
•
ー
、

.
-
ｷ
 

ヽ

195 

い
し
い

た
だ
し

心““訊邸糧厄
\ 

アメリカの週間イラスト新聞「グラフィック」
の佐世保に曳航されたロシア艦隊

レ
ト
ヴ

他
に
戦
艦
ペ
レ
ス
ウ
ェ
ー
ト
は
相
模
、

サ
ン
は
肥
前
、
ポ
ベ
ー
タ
は
周
防
等
巡
洋
艦
や
水

雷
母
艦
な
ど
も
日
本
艦
名
を
つ
け
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
第
三
戦
艦
隊
の
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
ア
プ
ラ
キ

シ
ン
は
装
甲
防
護
艦
（
海
防
艦
）
で
一
八
九
六
年
、

ロ
シ
ア
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ス
グ
ル
ク
で
建
艦
、
排
水

量
四
―
二
六
ト
ン
、
速
カ
一
六
ノ
ッ
ト
。
大
砲
一

0
イ
ン
チ
三
‘
―
二0
ミ
リ
四
、
小
口
径
砲
二
四
、

水
雷
発
射
管
四
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
七

名
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
る
。

沖
ノ
島
艦
と
改
名
、
第
一
次
大
戦
で
は
青
島
戦

に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
佐
世
保
に
繋
留
さ
れ

て
い
た
の
を
、
昭
和
に
な
っ
て
津
屋
崎
町
の
要
望

で
、
海
軍
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
、
佐
世
保
か
ら
回

航
し
、
津
屋
崎
港
口
に
繋
留
さ
れ
て
い
た
。

六
0
代
以
上
ぐ
ら
い
の
年
令
の
人
達
は
沖
ノ
島

を
み
て
い
る
し
記
憶
も
あ
る
。
写
真
も
残
っ
て
い

る
。
戦
争
が
厳
し
く
な
り
、
鉄
不
足
と
共
に
解
体

さ
れ
て
、
艦
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

驀中所見斉命 し上サぐ 丑 す
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わ
が
部
屋
に
沖
縄
土
産
の
さ
そ
り
が
い
蠍
貝
白
き
不
気
味
な
節
足
の
ば
す

（
評
）
私
に
は
姿
形
は
想
像
出
来
な
い
が
、
節
足
を
持
つ
貝
は
さ
ぞ
不
氣
味
だ
ろ
う
。

さ
そ
り
貝
の
語
で
持
て
た
一
首
。

一
橋
桁
の
浅
瀬
に
青
烈
白
烈
が
に
ら
み
合
び
を
り
田
植
え
さ
中
に

ー
（
評
）
灼
に
焦
点
を
し
ぽ
り
、
「
橋
桁
の
ド
の
汲
瀬
に
＇
口
鷺
と
，
1
1
西
＂
『
つ
に
ら
み
合
ぴ
を
り
」
と
し
た
い
。

―
宗
像
市
日
の
里
大
和
芙
山
紀

~
群
な
し
て
睛
に
帰
る
白
烈
を
眺
め
て
思
ふ
子
供
等
の
こ
と

~
（
評
）
，
1
1
翌
の
叫
に
は
雛
た
ち
が
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
の
辿
想
か
ら
の
一
肖
で
あ
ろ
う
。

~
宗
像
市
大
井
木
似
ふ
さ
子

~
石
風
呂
も
豆
腐
の
臼
も
並
べ
置
く
古
物
屋
箆
に
山
の
水
引
く

ー
（
評
）
古
物
閑
は
斉
が
固
い
の
で
古
物
商
と
し
た
い
。
作
者
の
日
が
働
い
て
い
て
い
い
作
品
で
あ
る
。

福
岡
市
南
井
田
有
久
衣
一
福
津
市
光
阻
台
香
月
照
f

う
た

亡
き
夫
の
戦
友
名
簿
に
残
さ
れ
し
妻
恋
う
友
の
短
歌
に
涙
す
｛
紫
陽
花
の
雨
に
ぬ
れ
て
る
風
情
が
好
き
で
空
を
見
あ
げ
る
空
梅
雨
の
日
日

（
評
）
「
涙
す
」
ま
で
言
わ
な
い
で
、
二
句
以
下
「
残
り
を
り
表
恋
う
友
の
短
歌
が
一
首
」
で
~
（
評
）
三
句
の
8
行
の
破
闘
は
ま
づ
い
。
「
さ
ま
が
好
き
」
と
疋
隈
で
。

一
憚
津
市
中
央
中
村
男

止
め
た
い
。

~
家
の
前
は
し
ゃ
ぎ
通
る
学
童
を
朝
毎
見
て
る
遠
き
孫
思
び

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

捨
て
よ
と
て
子
は
言
う
な
れ
ど
箱
―
つ
捨
て
得
ず
仕
舞
う
戦
中
派
わ
れ
は
~
評
）
索
直
率
直
に
泳
わ
れ
て
い
る
係
恋
い
う
た
。
『
句
は
「
は
し
ゃ
ぎ
て
辿
る
」
と
ぞ
」

（
評
）
判
る
判
る
、
そ
う
そ
う
と
大
方
の
人
は
言
う
だ
ろ
う
。
そ
こ
が
い
い
処
で
あ
り
凡
で
~
を
人
れ
た
方
が
い
い
。

~
宗
像
市
池
川
森
配
子

あ
る
処
。

{
4
7朝
の
風
は
向
き
を
変
へ
ゐ
て
二
階
よ
り
見
下
ろ
す
木
々
の
策
裏
が
光
る

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

去
年
よ
り
も
十
日
遅
れ
の
木
樺
か
な
旱
魃
ゆ
え
か
び
そ
か
咲
き
初
む
~
評
）
初
匂
の
「
風
は
」
の
「
は
」
は
省
き
「
今
朝
の
風
」
と
土
咽
す
れ
ば
風
に
も
動
き
が
出
て
く
る
。

（
評
）
「
か
な
」
は
短
歌
の
表
現
に
は
ふ
さ
わ
な
い
。
「
去
年
よ
り
は
十
日
迎
れ
に
咲
一
宗
像
市

1
の
屯
佐
藤
純
一

く
木
椛
早
魃
ゆ
え
か
と
吾
は
か
な
し
む
」
で
い
い
の
で
は
。
―

C
r
ois
s
a
n
t
三
日
月
形
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
ジ
ャ
ム
を
も
ち
い
て
カ
フ
ェ
オ
レ
で
飲
む

~
（
評
）
初
句
は
ど
う
ゆ
う
こ
と
か
、
注
釈
が
欲
し
い
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
と
カ
フ
ェ
オ
レ

宗
像
市
田
野
森
甲
子

谷
川
の
流
れ
に
咲
け
る
花
菖
蒲
つ
づ
く
日
照
り
も
色
麗
し
き
｛
と
の
閃
係
も
判
ら
な
い
。
作
者
の
邸
欲
は
感
じ
ら
れ
る
の
だ
が
。

（
評
）
四
句
は
「
日
照
り
つ
づ
く
も
」
と
す
べ
き
。
~
（
三
日
月
形
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
食
べ
て
を
り
ジ
ャ
ム
を
川
い
し
カ
フ
ェ
オ
レ
飲
み
て
）

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子
ー
な
ら
判
る
が
。

冒
｀
｀
I
i
J
]
コ
ロ
：

o□
る
こ
と
く
叫
迩
者
泳
《
こ
＂

福
津
市
在
自
佐
々
木
和
彦

~
を
り
を
り
に
日
本
魚
類
図
鑑
び
ら
き
見
る
不
思
議
と
こ
こ
ろ
し
づ
ま
る
ゆ
ゑ
に

｝
若
返
り
叶
は
ぬ
よ
は
び
然
も
あ
ら
ば
あ
れ
鮪
の
刺
身
と
冷
酒
の
あ
り

大
い
な
る
緋
鯉
泳
げ
ば
花
園
の
池
に
咲
き
た
る
睡
蓮
揺
る
る
~
さ

（
評
）
「
花
園
の
」
の
均
所
設
定
は
不
要
の
よ
う
だ
が
、
佐
藤
佐
太
郎
の
お
も
む
ろ
に
一

び
だ
り

か
ら
だ
現
は
れ
て
水
に
浮
く
鯉
は
若
菜
の
輝
き
を
浴
む
の
請
系
の
叙
娯
歌
。
i
皿
き
も
ら
す
人
語
烏
語
の
い
く
つ
あ
る
三
半
規
管
の
麻
痺
の
左
耳
は

福
岡
県

区

う
き
は
市

向

則
正

第
五
二
八
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

宗
像
市

朝

野

藤
井
浩
子

東
郷
田
中
憲
象

蒼
天
の
薔
薇
に
見
立
てL
水
を
掛
け

光
岡
白
土
凌
一

新
緑
の
山
道
行
け
ば
気
持
ち
よ
き

日
の
里
花
田
い
つ
枝

夏
至
の
陽
の
余
映
山
裳
濃
く
し
た
る

光
岡
井
上
崩
治

牽
牛
も
織
女
も
渡
る
天
の
川

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

昼
寝
の
子
笑
顔
に
送
る
団
扇
風

吉
田
杏
子

気
が
つ
け
ば
千
潟
は
満
ち
て
照
る
夏
日

三
浦
美
千
代

淋
し
さ
の
中
に
身
を
お
き
澁
団
扇

田
中
雨
葉

老
忽
や
潮
引
き
き
っ
た
島
の
森

木
原
房
子

蜆
草
太
く
株
立
つ
山
の
径

何
年
か
前
、
神
職
に
な
り
た
て

編
r

後
~
で
受
け
る
研
修
「
初
任
神
職

研
修
j
で
、
一
神
職
と
し
て
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
」
と
い
う
題
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
各
班
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
▼
そ
し
て
講
師
の
某
神

社
の
宮
司
さ
ん
が
お
っ
し
や
っ
て
ま
し
た
。
「
ま
ず
自
ら

御
奉
仕
す
る
神
社
の
御
祭
神
を
崇
敬
し
て
下
さ
い
」
。

こ
れ
は
ど
の
班
か
ら
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
▼
「
親
の
恩

は
子
を
も
っ
て
知
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
小
生
今
そ
の

心
境
真
っ
只
中
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
「
神
恩
は
子
を

も
っ
て
知
る
j
と
い
う
の
も
身
に
泌
み
て
ま
す
。
ウ
チ

の
神
様
は
や
っ
ぱ
す
ご
い
で
す
▼
ち
な
み
に
、
当
大
社
の

先
塑
神
職
の
名
言
で
は
「
子
供
は
自
分
の
分
身
」
「
子

供
が
出
来
て
初
め
て
人
生
が
始
ま
る
」
等
々
を
賜
り
ま

し
た
。
神
社
神
道
の
基
本
理
念
は
子
孫
緊
栄
で
す
。
た
だ

「
親
を
み
れ
ば
子
が
わ
か
る
、
子
を
み
れ
ば
親
が
わ
か

る
」
を
考
え
る
と
、
気
が
重
く
な
り
ま
す(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
-―
-
)
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